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1969 年生まれ。東京都立大学経

済学部卒業。外資系ＩＴ企業、

ＮＥＣ、日本ＩＢＭなどを経て

三橋貴明診断士事務所（現経世

論研究所）を設立。2007 年『本

当はヤバイ！　韓国経済』（彩図

社）がベストセラーとなり、以後、

意欲的に新著を発表。雑誌への

連載・寄稿、各種メディアへの

出演多数。

日
米
協
調
為
替
介
入

113

ル
デ
ン
・
ス
ト
レ
ー
ト
ジ
ャ
ケ
ッ
ト（
黄
金
の
拘
束
衣
）と

名
付
け
た（
ト
マ
ス
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
著『
レ
ク
サ
ス
と
オ

リ
ー
ブ
の
木
』よ
り
）。

　

例
え
ば
、
安
倍
政
権
期
の
首
相
の
執
務
室
に
は
、
日
経

平
均
の
チ
ャ
ー
ト
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
安
倍
政
権
は

（
そ
の
後
の
政
権
も
）、
日
経
平
均
を「
見
な
が
ら
」政
治
を

し
て
い
た
可
能
性
が
濃
厚
な
の
で
あ
る
。

　

株
価
は
市
場
の
思
惑
で
決
ま
る
。そ
の
株
価
に
政
策
が

左
右
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
こ
れ
は
深
刻
な
問
題
だ
。何
し

ろ
、
株
価
が
上
昇
し
た
と
し
て
も
、
国
民
の
実
質
賃
金
が

上
昇
す
る
と
は
限
ら
な
い
。実
際
に
上
が
ら
な
か
っ
た
わ

け
だ
が
、
株
主
の
評
価
を
受
け
る
政
策
が
、
基
本
的
に
は

「
費
用
削
減
」で
あ
る
以
上
、当
然
の
結
果
だ
。

　

し
か
も
、
日
本
は
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ（
年
金
積
立
金
管
理
運
用

独
立
行
政
法
人
）が
、
年
金
資
金
の
運
用
に
際
し
、
株
式
の

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
増
や
し
た
。と
な
る
と
、
国
民
の
年

金
も
株
価
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、「
政
治

家
の
み
な
ら
ず
、
国
民
も
黄
金
の
拘
束
衣
を
着
せ
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
」と
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
は
指
摘
し
て
い
た
の

だ
が
、ま
さ
し
く
そ
の
通
り
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

共
通
通
貨
ユ
ー
ロ
は
さ
ら
に
踏
み
込
み
、
加
盟
国
か
ら

金
融
主
権
を
Ｅ
Ｃ
Ｂ
に
委
譲
さ
せ
、
固
定
為
替
相
場
を
実

現
し
た
。す
る
と
、
加
盟
国
の
国
民
に
は
、
金
融
主
権
は
も

ち
ろ
ん
、
財
政
主
権
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。例
え
ば
、
政

府
の
積
極
財
政
に「
市
場
」が
反
発
し
、
国
債
金
利
が
上
昇

し
た
と
し
て
、
日
本
の
よ
う
に
、「
中
央
銀
行
が
買
い
オ
ペ

を
増
や
し
て
、
国
債
金
利
を
下
げ
る
」こ
と
は
で
き
な
い

（
※
現
在
、日
銀
は
国
債
買
い
入
れ
を
減
額
中
）。

　

６
月
末
に
骨
太
の
方
針
２
０
２
６
の
概
要
が
リ
リ
ー

ス
さ
れ
て
以
降
、
国
債
金
利
が
上
昇
し
、
為
替
レ
ー
ト
が

円
安
に
動
い
た
と
い
う
こ
と
で
、“
骨
太
シ
ョ
ッ
ク
”な
る

積
極
財
政
批
判
の
猛
烈
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
始
ま
っ
た
。

つ
ま
り
は
、「
国
債
金
利
を
引
き
下
げ
、
円
安
を
止
め
る
た

め
に
は
、
骨
太
の
方
針
２
０
２
６
の
積
極
財
政
路
線
を
緊

縮
財
政
に
転
換
し
ろ
」と
い
う
話
だ
。「
市
場
の
圧
力
」を

受
け
、緊
縮
財
政
を
継
続
し
ろ
と
い
う
わ
け
だ
。

　

筆
者
は
、
別
に
市
場
に
お
け
る
金
融
商
品（
株
式
、
国

債
、
為
替
な
ど
）の
売
買
に
つ
い
て
、
否
定
は
し
て
い
な

い
。さ
す
が
に
、
個
人
の
信
用
取
引
は
勧
め
な
い
が
、
法
律

で
禁
じ
ら
れ
て
い
な
い
以
上
、
最
終
的
に
は
自
己
責
任
で

あ
る
。

　

問
題
は
、
フ
ァ
ン
ド
や
個
人
の
思
惑
、
投
機
的
な
動
き

に
よ
り
動
く
市
場
に「
政
策
」が
左
右
さ
れ
て
し
ま
う
こ

と
で
あ
る
。本
来
、
金
融
政
策
や
財
政
政
策
は
、
国
民
の
主

権
に
基
づ
き
、
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。す
な
わ

ち
、
有
権
者
が
投
票
で
選
ん
だ
国
会
議
員
が
決
定
す
べ
き

事
項
な
の
だ
。そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
市
場
」に
よ
っ

て
政
策
が
変
更
さ
れ
て
し
ま
う
と
な
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は

財
政
・
金
融
主
権
を
喪
失
し
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

前
記
は
、
別
に
日
本
に
限
っ
た
話
で
は
な
い
。ア
メ
リ

カ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
ト
マ
ス
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン

は
、
市
場
に
政
府
が
動
か
さ
れ
て
し
ま
う
問
題
を
ゴ
ー

　

日
本
は
ユ
ー
ロ
加
盟
国
と
は
異
な
り
、
主
権
通
貨
国
で

あ
る
。主
権
通
貨
国
に
対
し
て
は
、
市
場
は
勝
て
な
い
。勝

て
な
い
の
だ
が
、
な
ぜ
か「
勝
て
る
」と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
メ
デ
ィ
ア
は「
骨
太
シ
ョ
ッ
ク
で
円
安
！　

積

極
財
政
は
ダ
メ
だ
」と
い
っ
た
論
調
で
あ
ふ
れ
返
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
７
月
末
の
日
米
協
調
為
替
介
入
前
の
円

安
傾
向
は
、
実
需（
実
体
経
済
に
お
け
る
両
替
）で
は
な
く

投
機
に
よ
る
も
の
だ
。何
し
ろ
、
日
米
協
調
介
入
を
受
け
、
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ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
は
円
の
売
り
持
ち
を
大
幅
に
縮
小
し

た
。ア
メ
リ
カ
商
品
先
物
取
引
委
員
会
が
８
月
７
日
に
公

表
し
た
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
先
物
・
オ
プ
シ
ョ
ン
市
場
に

お
け
る
レ
バ
レ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
円
の
売
り
越
し

幅（
要
は
円
の
空
売
り
）は
、
お
よ
そ
７
割
の
減
少
と
な
っ

た
。

　

投
機
で
は
な
く
、
実
需
で
為
替
レ
ー
ト
が
動
き
、
結
果

的
に
政
策
が
変
わ
る
の
も
問
題
で
は
あ
る
。と
は
い
え
、

そ
れ
以
前
の
話
と
し
て
、
昨
今
の
円
安
傾
向
は「
フ
ァ
ン

ド
の
円
売
り
ポ
ジ
シ
ョ
ン
増
加
」に
よ
る
も
の
な
の
だ
。

ま
さ
に
、
投
機
で
あ
る
。フ
ァ
ン
ド
の
投
機
に
よ
り
、
為
替

レ
ー
ト
が
変
動
し
、
結
果
的
に
財
政
政
策
が
変
わ
っ
て
し

ま
う
。こ
れ
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
話
だ
。だ
か
ら
こ
そ
、

７
月
末
の
日
米
協
調
為
替
介
入
に
至
っ
た
。

　

今
回
の
日
米
協
調
為
替
介
入
で
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は

ド
ル
で
は
な
く
、
外
貨
準
備
の
ユ
ー
ロ
で
日
本
円
を
購
入

し
た
。ち
な
み
に
、
通
常
の
日
米
協
調
介
入
で
は
、
ア
メ
リ

カ
政
府
は
ド
ル
で
為
替
介
入
を
実
施
す
る
。

　

日
本
が「
円
安
対
策
」を
す
る
場
合
、
貯
め
込
ん
だ
外
貨

準
備（
１
・
４
兆
㌦
。約
２
０
０
兆
円
）を
用
い
、
為
替
市
場

で
ド
ル
売
り
円
買
い
を
行
う
。通
常
の
協
調
介
入
の
場
合

は
、
同
時
に
ア
メ
リ
カ
が
国
債
を
発
行
し
、
ド
ル
を
調
達
。

同
じ
く
為
替
市
場
で
ド
ル
売
り
、円
買
い
を
実
施
す
る
。

　

為
替
介
入
に
際
し
た
日
本
の
弾
丸
は
２
０
０
兆
円
。ア

メ
リ
カ
の
介
入
資
金
は
、
単
に
ド
ル
を
発
行
す
る
に
過
ぎ

な
い
た
め
、
事
実
上
、
無
限
。日
米
両
政
府
が
同
時
に
為
替

介
入
し
た
場
合
、「
市
場
」に
勝
ち
目
は
な
い
の
だ
。


